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文責 伊藤美佳 

二十四節気 小満（しょうまん） 

５月２１日は、「小満」。陽気が良くなり、草木が生長して茂り、動物や植物にも活気があふれる頃。

万物が満ちはじめ、秋にまいた麦の穂も実って少し満足することから「小満」となりました。 

田植えの準備が始まる時期です。２０日には、豊坂小学校内にある田んぼでも、５年生が地域の方々

に教えていただきながら「代掻き（しろかき）」を行いました。「代掻き」とは、水を張った田んぼに

入り、土の塊を崩して細かくし、丁寧に掻（か）き混ぜて、土の表面を平らにする作業です。代掻き

をすることで、①田んぼの水漏れを防ぐ ②苗がむらなく生育するようにする ③苗を植えやすくす

る ④元肥をむらなく混ぜる ⑤雑草やその種を深く埋め込むことにより雑草が生えることを防ぐ

など、おいしいお米を作るためには、大切な作業です。田植えの準備ができたので、２５日には「田

植え」をする予定です。おいしい「豊坂米」を作るために、５年生がしっかり管理してくれることで

しょう。 

【５月１４日に行った「田起こし」について学年通信より抜粋】 

・初めてお米を育てることになるので、緊張しました。（中略）田起こしは見ていると簡単そうに見

えたけど、実際にやってみると、少し難しかったです。改めて農家さんがお米を作っていることをあ

りがたく思いました。この１年間、お米作りに心を熱くしていきたいと思います。 

明日は豊坂小校内運動会 

明日は、豊坂小校内運動会です。雨の日が多く、運動場で練習する日は本当に少なかったと思いま

す。また、感染症対策として体育館での練習は１学年ずつ行うため、２学年で合同練習がなかなかで

きない状況でした。今までは、自分たちが納得するまで練習し、本番を迎えることができていました

が、それができない環境にあります。 

しかし、見方を変えると、少ない練習時間を有効に使い、全力で取り組む、そんな力がついてくる

のではないかと思います。先日、６年生の校内運動会実行委員の子たちから、「応援はどこまでやっ

ていいですか？」と質問されました。感染症対策を考えると「集まって」＆「大きな声」での応援は

難しい状況です。そう伝えると、「だったら、６年生が分かれて、離れたところで応援するようにし

ます。」「他の学年には、拍手をしてもらいます。」など、次々と問題解決案を考えてくれました。でき

ることでいかに「楽しんで笑顔」にするかを考えてくれる６年生に頼もしさを感じました。 

やりたいことを今まで通りにできないことは、とても悲しいことです。でも、子どもたちにとって

は、今だからできること、この状況だから育つ力があるのではないかと感じる今日この頃です。 

明日の校内運動会は、ご家庭からの応援を受けて豊坂小学校のみんなで思いっきり楽しみます！ 

【学級通信より抜粋】 

・ぼくは運動会の練習をしました。何度も間違えたところがあったけど、だんだん上手くなってきて、

だいぶ踊れるようになってきました。もっともっと踊りたくなったので、もっともっと練習しまし

た。とっても楽しかったです。 

・親には見せることができません。とても悲しいです。目標は、親にかっこいい姿を見せるというこ

とだったからです。親に見せられなくても、他の学年に「上手だな。」と言ってもらえるようにがん

ばります。 


